
知って得する糖尿病講座 第 222 号 
三木山陽病院内科 

～糖尿病と感染症～ 

 

・免疫機能の低下 
 高血糖の時には、体内にウィルスや細菌が侵入した時、それらを食す白血球の働きが悪くなります。 

・免疫反応の低下 
 一度感染すると体内では抗体が作られ、次に同じ病原体が侵入しようとしたとき、それを防ぐ仕組みが 

高血糖の場合弱まります。 

・血流の低下 
高血糖では、細い血管の血液の流れが悪くなります。血液の流れが悪くなると、細胞の働きが低下し、

白血球が感染部位に到達しにくくなり、感染しやすくなります。また、感染で受けたダメージの回復

にも時間がかかります。 

・血糖値の上昇 
 細菌類に感染するとインスリンを効きにくくする物質が多くなり血糖値がいつもより上昇します。 

このことが糖尿病の状態をより悪くし、感染症をさらに進行させてしまうという悪循環になります。 

・糖尿病による合併症がある 
 合併症の一つの神経障害は感染・悪化の一因です。神経障害があると、内臓の活動が乱れやすく、膀胱

炎や胆嚢炎の原因になります。また、痛みを感じる神経も障害されるので、症状が現れにくく感染症に

気づくのが遅れ、その間に病気が進行してしまいます。 

 

 ～感染予防のポイント～ 

・血糖マネジメント・・・HbA1c を目標値に保つことが重要。 

・手洗い、うがい・・・基本的な感染予防の徹底。 

・口腔ケア・・・歯磨きや歯科検診で、口腔内を清潔に保つ。 

・皮膚の清潔・・・傷や水虫に注意し、清潔を保つ。 

・ワクチン接種・・・インフルエンザワクチンやコロナワクチン、肺炎球菌ワクチンを 

接種する。 

・シックデイの対応・・・感染症にかかった場合の対処法を事前に医師に確認しておく。 

・早期発見、早期治療・・・症状に気づいたら、速やかに医療機関を受診する。 

 

※特に高齢者の糖尿病患者様は、インフルエンザウイルスやコロナ 

ウイルスにかかると、糖尿病がない人よりも重度の合併症、入院、 

 死亡のリスクが高いとされています。 

当院でも 10 月よりインフルエンザワクチン、コロナワクチンの  

予防接種が始まっており、推奨しています。 

 

 

 

知って得する カロリーチェック 
無糖ブラックコーヒー 1 缶 275ｇ  0kcal 炭水化物    0ｇ 

微糖コーヒー     1 缶 260ｇ 39 kcal 炭水化物 5.5ｇ 

カフェオレ      1 缶 1８5ｇ 72 kcal  炭水化物 13.3ｇ 
無糖 微糖 


